
　　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
12
月
で
江

副
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
今
号
か
ら
１
人
体
制
で
の
制
作
と
な
り

ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
、

何
と
か
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
一
安
心
し
て
お
り
ま
す
。
改

め
て
、
今
ま
で
江
副
さ
ん
が
担
っ
て
く
れ
て
い
た
仕
事
の
す
ご

さ
が
身
に
沁
み
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、江
副
さ
ん
、

本
当
に
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
益
々
の
ご

活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
ウ
サ
ギ
年
。
脱
兎

の
勢
い
で
坂
を
上
る
年
に
で
き
る
よ
う
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

新
年
が
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。　
脇
田
圭
祐

編
集
後
記
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　長島八景の一つである「行人岳」は、
標高394㍍の町内で3 番目に高い山で、
展望所からは伊唐島や獅子島、天気の
良い日には長崎の雲仙普賢岳も望むこ
とができる風光明媚な場所です。また、
ツルの北帰行の時期には多くの写真
家や観光客でにぎわいます。
　なぜ、行人岳には多くのかたが訪れ
るのでしょうか。行人岳は昔、山岳信
仰・山伏の修験場の聖地であったため、
多くの参拝客が訪れるようになったそ
うです。現在も、修行の一環である「覗
き」が行われていた絶壁が残っており、
不動明王が祀られた崖下に向かって両
手を固く組み、断崖絶壁から身を乗り
出してのぞき込む捨て身の修行が行わ
れていました。
　行人岳は厳しい修験場だけではなく、
願いが叶う場所とされており、絵馬で

はなく海岸などで選んだ石に願い事を
書いて持参するのが風習です。積み上
がっている石の高さは1.5㍍にもなり、
多くのかたが参拝に来ているというこ
とが分かります。
　行人岳不動明王廟運営委員長の阿
多靖直さんは「訪れたかたが気持ち良
く参拝してもらえるよう、きれいで美し
い行人岳を今後も保っていきたい」と
行人岳を心から大切にされていました。
　今回の取材を通して、改めて行人岳
の偉大さや長年の歴史を感じること
ができました。まだ訪れたことがない
かたは、これからツルの北帰行シーズ
ンとなりますので、長島の景色も楽し
みながら、ツルを眺めるのもおすすめ
です。

長島八景の一つ「行人岳」
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石に書かれた願いを読む二階堂さん

行人岳への思いを語る阿多委員長


